
平成２８年度　ユネスコ活動費補助金

グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進事業
企画書
注１）本企画書の枠の大きさは記入分量に応じて適宜変更いただいて構いません。
注２）記入に際しては、末尾の「記入にあたっての留意点」も併せて参照ください。

	※整理番号（事務局記入欄）


	申請代表者職名
	

	申請代表団体名


	申請代表者氏名
	                    印

	申請部署名


	申請責任者職名
(部署の長）
	

	
	申請責任者氏名
	　　　　　　　　　　　　印

	所在地　

〒



	事務連絡先

 職名：
 　氏名：

 　住所：
 　TEL：

 　FAX：

E-mail：


Ⅰ 基本情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．補助事業名称
開始年度：　　新規　・　２年目　・　３年目

	２．コンソーシアム構成団体（代表団体含む）


	構成団体名
	所属・役職
	担当者名
	連絡先
（住所、電話、FAX、Eメール等）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	３．補助事業による活動地域（市町村単位）


	４．ＥＳＤコーディネーター

	氏　名
	

	所属・役職
	

	ＥＳＤの実践、国際交流、企業との連携等の経験
	

	本事業での活動内容
	

	氏　名
	

	所属・役職
	

	ＥＳＤの実践、国際交流、企業との連携等の経験
	

	本事業での活動内容
	

	氏　名
	

	所属・役職
	

	ＥＳＤの実践、国際交流、企業との連携等の経験
	

	本事業での活動内容
	

	５．事務局の体制
※代表団体を中心とした事務局の体制についてできるだけ具体的に記述ください。


	６．補助事業期間（平成28年度）
　　・補助事業の着手（予定）日　交付決定日

　　・補助事業の完了（予定）日　平成　　年　　月　　日

※補助事業完了予定日は、平成２９年２月２８日までのいずれかの日とする。




Ⅱ 事業内容

	１．事業推進の背景、課題等
※事業推進にあたっての背景、ＥＳＤ推進にあたっての課題等について記述ください。２年目、３年目のコンソーシアムについては、それぞれの年ごとに出てきた課題と対策についても具体的に記載してください。


	２．事業の目的



	３．事業の内容

（１）事業の全体構想（３か年計画）

※事業の各活動についての実施時期も含め、できるだけ具体的に明記ください。

①国内外のユネスコスクールとの交流
②ユネスコスクール以外の学校でのＥＳＤ活動の実施


	③社会教育施設、青少年教育施設等との連携　

④コンソーシアムの活動で得られた成果を地域の内外で共有するための「成果発表会」（年１回程度）等

⑤都道府県教育委員会との連携
　※都道府県教育委員会がコンソーシアムの構成団体でない場合でも行う。

（２）平成２８年度事業の内容

※（１）事業の全体構想（３か年計画）の中での位置付け、事業の各活動についての実施時期も含め、できるだけ具体的に明記ください。
①国内外のユネスコスクールとの交流


	②ユネスコスクール以外の学校でのＥＳＤ活動の実施
③社会教育施設、青少年教育施設等との連携
④コンソーシアムの活動で得られた成果を地域の内外で共有するための「成果発表会」（年１回程度）等

⑤都道府県教育委員会との連携
　　※都道府県教育委員会がコンソーシアムの構成団体でない場合でも行う。



	（３）これまでの事業の実績、課題、成果（２年目、３年目の団体のみ）
※これまで実施した事業の各活動について、実施時期も含め、できるだけ具体的に明記ください。（３年目の団体については年ごとに記載してください。）
①国内外のユネスコスクールとの交流
②ユネスコスクール以外の学校でのＥＳＤ活動の実施
③社会教育施設、青少年教育施設等との連携
④コンソーシアムの活動で得られた成果を地域の内外で共有するための「成果発表会」（年１回程度）等

⑤都道府県教育委員会との連携
　　※都道府県教育委員会がコンソーシアムの構成団体でない場合でも行う。




	４．事業実施体制と各構成団体の役割・活動内容（３か年）
構成団体名

役割・活動内容



	５．事業終了後の方策
※補助事業終了後（３か年計画終了後）、コンソーシアムの機能を継続するための計画(財政的措置も含む)についても併せて記入ください。



	６．事業の実施により期待される成果

※平成28年度期待される成果について具体的に記載してください。２年目、３年目の団体については、１年目、２年目の成果についても触れながら平成28年度の見込みを記載してください。


	７．本事業実施に対する事後評価の方針・予定・体制


	８．その他

○市町村等による同種及び類似事業の実施実績

※実施実績があれば、できるだけ具体的な実績を記入ください。



Ⅲ 所要経費の内訳（補助金の経費の区分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	費目
	補助事業全体に

要する経費
	補助対象経費
	備　考

	賃金
	
	
	

	諸謝金
	
	
	

	旅費
	
	
	

	物品費
	
	
	

	消耗品費
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	

	借損料
	
	
	

	会議開催費
	
	
	

	雑役務費
	
	
	

	委託費
	
	
	

	合　計
	
	
	


· 「補助事業全体に要する経費」には、今回申請する事業の全体の費用（自己負担額など補助金に申請しない経費も含む）を記入ください。「補助対象経費」には、「補助事業全体に要する経費」のうち、本補助金の対象経費であり、補助金の交付を希望する経費の額を記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経費等内訳書

賃金
（単位：円）

	対象者名
	所属・役職
	内容
	数量1
	単位1
	数量2
	単位2
	単価
	金額
	備考

	(例)○○○○
	△△小学校退職
	ESD

コーディネーター
	
	日
	
	
	
	
	

	(例)○○○○
	
	コンソーシアム

事務補助員
	
	日
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


諸謝金

（単位：円）

	対象者名
	所属・役職
	内容
	数量1
	単位1
	数量2
	単位2
	単価
	金額
	備考

	(例)○○○○
	△△大学教授
	ESDシンポジウム講演者
	
	時間
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　
旅費（国内旅費、外国旅費、外国人招へい旅費等）

（単位：円）

	行程
	出張者
	出張先
	目的
	日程
	交通費
	日当計
	宿泊費計
	小計
	人数
	回数
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	単価
	日数
	単価
	泊数
	
	
	
	
	

	（例）日本～タイ
	○○　○○
	バンコク
	ユネスコスクール視察
	5/1-5/6
	140000
	16500
	40000
	196500
	1
	1
	196500
	最終日の日当は、半日のため半額。

	
	
	
	
	
	
	3000
	6
	8000
	5
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


物品費

（単位：円）

	品名
	目的
	数量
	単位
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　
消耗品費

（単位：円）

	品名
	目的
	数量
	単位
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


印刷製本費
（単位：円）

	件名
	摘要
	目的
	数量1
	単位1
	数量2
	単位2
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


通信運搬費
（単位：円）

	件名
	摘要
	目的
	数量1
	単位1
	数量2
	単位2
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　
借損料

（単位：円）

	件名
	摘要
	目的
	数量1
	単位1
	数量2
	単位2
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


会議開催費

（単位：円）

	件名
	期間
	会場
	目的
	数量
	単位
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


雑役務費

（単位：円）

	件名
	期間
	会場
	目的
	数量
	単位
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　
委託費
（単位：円）

	件名
	期間
	再委託先名
	目的
	再委託内容
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	


· 記入にあたっての留意点

○企画書の申請者代表者・申請責任者について

· 申請者代表者は、申請団体の規定上、契約権限を持ち、補助事業全般に責任を負うことが出来る者とします。例えば、大学・短期大学の場合には学長、また大学共同利用機関法人の場合には、機構長あるいはその下部組織の長である館長やセンター長等が該当します。

· あわせて、申請代表者印の押印をお願いします。

· 申請責任者は、学部学科・研究科・専攻・附置研究所の長や、法人内の部署の長の名前を記入ください。
○「所要経費の内訳」について

・ 「補助事業全体に要する経費」には、今回申請する事業の全体の費用（自己負担額など補助金に申請しない経費も含む）を記入ください。「補助対象経費」には、「補助事業全体に要する経費」のうち、本補助金の対象経費であり、補助金の交付を希望する経費の額を記入ください。
· 「経費等内訳書」の記入について

· 費目及び種別については、申請団体の規定に従い記入して下さい。例えば、申請団体の規定上、１式１０万円以上の物品を設備備品費とする場合、１式８万円の物品は消耗品費等に分類されることとなります。ただし、本補助金の対象経費は、ユネスコ活動費補助金交付要綱（別表、第８条、第２０条等）及び同取扱要領（第７項等）の記載の範囲内に限ります。

· 金額の記入に際しては、申請団体の会計規則（旅費、人件費、謝金、会議費等）を事前に確認ください。また、事前に可能な限り相見積もりを取ってください。

· 人件費については、交付要綱、取扱要領及び公募要領の規定に従い、かつ補助対象期間中に補助対象事業に専従している場合の費用のみ、補助金からの支出が可能です。他の補助金・委託費等との二重支給や、補助対象以外の労働に対する支給は出来ません。

· 記入欄は適宜追加してご使用ください。
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